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お尻やふとももなどの下半身に症状が現れるだけではなく、
腰が痛むこともあります。また、時間とともに症状が軽くなる
こともありますが、治療をせずにそのまま放っておくと、症状
が長引いて治りにくくなることがあります。このような症状が
ある方は、まずは医師に相談し、納得のいく治療を選んでいき
ましょう。

医療機関名・連絡先

じっとして
いても痛い…

お尻からふくらはぎ
にかけて痛みもあり
歩きにくい…

腰が痛い…

足がしびれる…

その下半身の痛みやしびれ、
腰椎椎間板ヘルニアかも？

もっと詳しく知りたい方には、動画やWebサイトもご用意しております。

「腰椎椎間板ヘルニアの治療には、
 どんなものがあるの？」

腰椎椎間板ヘルニアの情報サイト
「腰ヘルニア.jp」

▶科研製薬YouTube

腰椎椎間板ヘルニアに関する基礎
知識や、診断・治療方法についての
詳しい情報をご紹介しています。

腰椎椎間板ヘルニアのタイプや
症状、それによって選択できる治療法
について、動画でご紹介しています。

Movie Web

https://koshi-hernia.jpURL

※上記webサイトは生化学工業株式会社の制作・提供です。
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Study 01
腰椎椎間板ヘルニアって？

背骨は1本の骨ではなく、椎骨という骨が積み重なってできています。その椎骨
と椎骨の間にあるクッションのような役割を果たしているのが椎間板です。
背骨の後ろ側の、骨に囲まれた空間には神経が通っています。

腰の椎間板は、とくに日常生活で負担がかかることも多く、何らかのきっかけ
で椎間板が飛び出すことがあります。変性した椎間板が出っ張ると神経
が圧迫されます。そのため、お尻からふくらはぎにかけて痛みやしびれを感
じたり、足が動きにくくなることがあります。

20～40代の男性に
多く発症するけど、
誰でも起こる可能性が
あるんだって。つい こつ

変性した椎間板が出っ張ることで神経が圧迫されて、
お尻から足にかけて痛みやしびれなどの症状が
現れたり、腰が痛んだりする病気です。

ヘルニアが起こるしくみ

〈横から見た図〉 〈上から見た図〉

変性した椎間板が出っ張ることで神経を圧迫

髄核

断面

椎間板ヘルニア

神経

椎間板

椎骨
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Study 02
Study 03

どのような症状が
現れるの？

急に痛みが現れたり、少しずつ痛みが強くなることもあります。
悪化すると、足に力が入りづらくなり、歩きにくくなったり、つまずきやすく
なります。また、排泄障害が現れることも。

●「どこが痛いか」「どのような症状があるか（痛み、しびれ、
動けないなど）」「痛みやしびれの種類（鈍痛、刺すような、
チクチクするなど）」といった症状を医師が聞いて確かめ
ます。

●痛みがどの動作で強くなるのか、歩き方などの動作を確か
めます。
●筋力、感覚、反射などのテストを行い、他の疾患でないこと
を見極めます。
●足を持ち上げたり曲げたりして特定の場所が痛くなるか
などを調べます。

●椎間板ヘルニアの場所、大きさ、形、神経がどれだけ押さ
れているかなどを確かめます。椎間板ヘルニアを目に見え
る形で確認するにはMRI検査が有用です。

お尻からふくらはぎに、
痛みやしびれなどの症状が現れます。

主に下半身に次のような
症状が現れることがあります。

●腰の痛み

●太ももの後ろからふくらはぎ、
　スネの外側などに広がる痛みやしびれ

●背筋が伸ばせない（横に曲がる）

●足を持ち上げにくい、歩きづらい

●足の感覚が鈍くなる

●重いものを持つと痛みが強まる

●排泄障害（尿が出にくいなど）

●筋力の低下

症状、経過、体の診察結果や、
レントゲン、MRIによる
検査結果などを総合して診断します。

問 診

診 察

検 査

どのように
診断するの？

※診断を示すものではありません。医師へ相談する目安にご活用ください。
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保存療法1
2

3 手術療法

椎間板 内酵素注入療法
つ い  か ん  ば ん    な い  こう   そ   ちゅう にゅう りょう  ほ う

症状を軽くすることを目的に、安静にしたりコル
セットを使います。痛み止め（飲み薬や貼り薬など）
や神経ブロック（痛みの原因の神経やその周辺
への注射）など、お薬による治療も行います。

●腰椎椎間板ヘルニアは自然に症状がおさまることも多くあります。症状が出てから間もない場合には、
症状を和らげる治療から開始します。

●症状が長く続く場合(3ヵ月以上）や痛みやしびれが強くて日常生活や仕事に支障がある場合、もしくは
排尿障害などの症状がある場合には手術を検討することがあります。

●腰椎椎間板ヘルニアのタイプなどによっては、選択できる治療法が異なりますのでご留意ください。

患者さんの負担は保存療法と手術療法の
中間と考えられます。日帰り又は1～2日の
入院が必要な場合があります。

切開による方法や顕微鏡や内視鏡を用いた方法などがあり、
数日から１週間程度の入院が必要です。

一時的に症状を緩和させ、
ヘルニアの自然な縮小を
期待する治療法

椎間板内に 酵素を含んだ
薬剤を直接 注射して、
ヘルニアを  縮小させる治療法

神経を圧迫している
ヘルニアを取り除く治療法

治療法には大きく3つのステップがあります。合併症
やヘルニアのタイプ、症状によって選択できる治療法
は異なります。腰椎椎間板ヘルニアと思われる症状
がある方は、まずは医師にご相談ください。

治療により
心理的・身体的負担※は

異なります

負担度 ★★★

STEP

STEP

STEP

memo

Study 04
腰椎椎間板ヘルニア
の治療は？

負担度 ★★★

負担度 ★★★

※身体的負担度：
　一般的な身体的負担度（侵襲度）

しんしゅう


